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個別の作品研究にあてられた第二部においては、最初の章に制作座で制作されたプログラムの全体像を示
した後に、第二章で制作座の活動初期にほとんど独占的に挿絵を手がけたヴュイヤールによる『棟梁ソルネ
ス』（イプセン原作）の挿絵に関する分析が行なわれる。ここでの要点は、ヴュイヤールの挿絵様式が当初の
クロワズニスム的造形から、茫洋とした明暗表現による暗示的表現に明白な変貌を遂げている点にあり、場
面の選択における画家の意図、様式的解決における着想源について新規性のある見解が提示されている。続
く第二章では、そうした様式的な変化を顕著に反映した油彩作品として、暗い室内を暗示的に表現した《神
秘的室内》（個人蔵）を考察対象として取り上げている。この、ヴュイヤールの作品系列のなかで例外的な逸
脱とみなされがちな作品を、筆者は象徴主義的文化環境によってもたらされた典型的な作例として再評価し
ている。 
同様な視点から、第三章ではフェリックス・ヴァロットンの挿絵版画、第五章ではモーリス・ドニによる
挿絵版画、第六章ではヨーゼフ・ザットラーによる挿絵版画が詳しく考察される。いずれにおいても、制作
座の演劇理念や、制作座がつくりだした文化的交流環境がこれらの作品に色濃く反映されている事実を、具
体的な作品の造形的分析と結び付けつつ提示した点に、筆者の論述の意義を認めることができるであろう。 
以上のように、本論文は制作座を考察の中心にすえつつ、単にその歴史的輪郭をたどるのみならず、個々
の作品の詳しい分析に立脚しながら、ひとつの個性的な文化環境が関連する美術家たちの制作にいかに反映
されたかを緻密に跡付けた点に大きな意義を求めることができるであろう。筆者が考察対象としたプログラ
ム挿絵は、確かに一見したところ、画家たちの制作歴のなかではマージナルな位置を占める作品にすぎない
かもしれない。しかしながらそのような対象を、1890年代という限られた時代的範囲において精細に考察す
ることを通じて、本論文は制作座の短い活動によって生み出された独特な文化環境が同時代の美術家たちに
与えたインパクトと意義を、一定程度再評価することに成功しているといえる。もちろん、論述がいきとど
かなかった点もないわけではなく、先例としての芸術座関連の挿絵に関する記述はさらに密度をますことが
望まれるほか、象徴主義演劇との関わりを通じた作品傾向の変化が、画家たちのその後の画業のなかでどの
ような変容をとげるのかについてもさらに検証が必要であろう。とはいえ、演劇史と美術史の双方にまたが
る調査を必要とする本論文の問題設定は意欲的であり、そこから導き出された結果も、19世紀末のパリにお
ける捉えにくいが重要なひとつの文化的状況に関して、有意義な光をあてた研究成果として十分な評価に値
するものである。 
